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(Obara et al., 2010).
ドエアガン（7800cu. in.)を用いた屈折法・広角反射法探査（トラフ直交測線
SK01~04,TK01-04,平行測線SK05~07, TK05,TK06)を実施した（図）。紀
伊半島では陸上観測と発破を用いた海陸統合調査も実施した。海底地震計設
置期間中に自然地震観測も実施した。四国沖では21観測点、紀伊半島沖では
20観測点による約9ヶ月間の長期地震観測も実施した（一部実施中）。なお、本
調査の一部は文部科学省からの受託研究「東海・東南海・南海地震の連動性
評価のための 調査観測・研究」の個別研究テーマ「南海トラフ域海域地震探査
・地震観測」（平成20年度から受託）の一環として実施した。
　一部の調査測線の解析の結果、足摺岬沖から日向灘に向かって約6km/sの
古い付加体を示す岩体の分布が海側に張り出していること、また、SK05の構
造モデルによると、SK03とSK02の中間付近からSK01付近までの付加堆積
物が極端に薄いことなど、トラフ平行方向に構造変化があることがわかり、破
壊様式の違いに関係する構造ではないかと考えられる。また、測線延長上の
Hi-net陸上観測点のデータを加えた海陸統合解析を実施しており、これにより
深部低周波地震現象と構造との関連性が明らかになると期待される。
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